「歴史総合」（歴総704）　ルーブリック評価例

第１章　近代化への胎動　
	
	Ａ（十分に到達できている）
	B（一部は到達できている）
	C（到達に努力を要する）

	知識・技能
	18世紀のヨーロッパ・東アジア・日本の社会や文化，アジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	18世紀のヨーロッパ・東アジア・日本の社会や文化，アジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	18世紀のヨーロッパ・東アジア・日本の社会や文化，アジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係に歴史事象に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。


	思考・判断・表現
	18世紀のヨーロッパ・東アジア・日本の社会や文化，アジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	18世紀のヨーロッパ・東アジア・日本の社会や文化，アジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係の問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。

	18世紀のヨーロッパ・東アジア・日本の社会や文化，アジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係の問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。


	主体的に学習に取り組む態度
	18世紀のヨーロッパ・東アジア・日本の社会や文化，アジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係の問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。


	18世紀のヨーロッパ・東アジア・日本の社会や文化，アジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係の問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	18世紀のヨーロッパ・東アジア・日本の社会や文化，アジア諸国と欧米諸国との貿易や国際関係の問いに対して，自らの答えを出そうとしていない。





第２章　欧米の市民革命と「西洋の衝撃」
	
	Ａ（十分に到達できている）
	B（一部は到達できている）
	C（到達に努力を要する）

	知識・技能
	イギリスの産業革命と欧米でおきた市民革命，欧米のアジア進出がもたらした社会の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	イギリスの産業革命と欧米でおきた市民革命，欧米のアジア進出がもたらした社会の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	イギリスの産業革命と欧米でおきた市民革命，欧米のアジア進出がもたらした社会の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。


	思考・判断・表現
	イギリスの産業革命と欧米でおきた市民革命，欧米のアジア進出がもたらした社会の変化に関する問い対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	イギリスの産業革命と欧米でおきた市民革命，欧米のアジア進出がもたらした社会の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。

	イギリスの産業革命と欧米でおきた市民革命，欧米のアジア進出がもたらした社会の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。


	主体的に学習に取り組む態度
	イギリスの産業革命と欧米でおきた市民革命，欧米のアジア進出がもたらした社会の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。


	イギリスの産業革命と欧米でおきた市民革命，欧米のアジア進出がもたらした社会の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	イギリスの産業革命と欧米でおきた市民革命，欧米のアジア進出がもたらした社会の変化に関する問いに対して，自らの答えを出そうとしていない。






第３章　欧米諸国と日本の国民国家形成
	
	Ａ（十分に到達できている）
	B（一部は到達できている）
	C（到達に努力を要する）

	知識・技能
	欧米諸国と日本の国民国家の形成，日本のアジア外交や自由民権運動に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	欧米諸国と日本の国民国家の形成，日本のアジア外交や自由民権運動に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	欧米諸国と日本の国民国家の形成，日本のアジア外交や自由民権運動に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。


	思考・判断・表現
	欧米諸国と日本の国民国家の形成，日本のアジア外交や自由民権運動に関する問い対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	欧米諸国と日本の国民国家の形成，日本のアジア外交や自由民権運動に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。

	欧米諸国と日本の国民国家の形成，日本のアジア外交や自由民権運動に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。


	主体的に学習に取り組む態度
	欧米諸国と日本の国民国家の形成，日本のアジア外交や自由民権運動に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。


	欧米諸国と日本の国民国家の形成，日本のアジア外交や自由民権運動に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	欧米諸国と日本の国民国家の形成，日本のアジア外交や自由民権運動に関するの問いに対して，自らの答えを出そうとしていない。










第４章　帝国主義の時代
	
	Ａ（十分に到達できている）
	B（一部は到達できている）
	C（到達に努力を要する）

	知識・技能
	帝国主義における欧米のアフリカ分割と太平洋分割，日本の産業革命と東アジア侵出がもたらした国際関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	帝国主義における欧米のアフリカ分割と太平洋分割，日本の産業革命と東アジア侵出がもたらした国際関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	帝国主義における欧米のアフリカ分割と太平洋分割，日本の産業革命と東アジア侵出がもたらした国際関係の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。


	思考・判断・表現
	帝国主義における欧米のアフリカ分割と太平洋分割，日本の産業革命と東アジア侵出がもたらした国際関係の変化に関する問い対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	帝国主義における欧米のアフリカ分割と太平洋分割，日本の産業革命と東アジア侵出がもたらした国際関係の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。

	帝国主義における欧米のアフリカ分割と太平洋分割，日本の産業革命と東アジア侵出がもたらした国際関係の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。


	主体的に学習に取り組む態度
	帝国主義における欧米のアフリカ分割と太平洋分割，日本の産業革命と東アジア侵出がもたらした国際関係の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。


	帝国主義における欧米のアフリカ分割と太平洋分割，日本の産業革命と東アジア侵出がもたらした国際関係の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	帝国主義における欧米のアフリカ分割と太平洋分割，日本の産業革命と東アジア侵出がもたらした国際関係の変化に関するの問いに対して，自らの答えを出そうとしていない。







第５章　第一次世界大戦と大衆社会
	
	Ａ（十分に到達できている）
	B（一部は到達できている）
	C（到達に努力を要する）

	知識・技能
	第一次世界大戦と国民生活の変化やロシア革命とその影響，戦後のヴェルサイユ体制とワシントン体制・アジアにおける民族運動・日本国内の社会運動に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	第一次世界大戦と国民生活の変化やロシア革命とその影響，戦後のヴェルサイユ体制とワシントン体制・アジアにおける民族運動・日本国内の社会運動に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	第一次世界大戦と国民生活の変化やロシア革命とその影響，戦後のヴェルサイユ体制とワシントン体制・アジアにおける民族運動・日本国内の社会運動に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。


	思考・判断・表現
	第一次世界大戦と国民生活の変化やロシア革命とその影響，戦後のヴェルサイユ体制とワシントン体制・アジアにおける民族運動・日本国内の社会運動に関する問い対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	第一次世界大戦と国民生活の変化やロシア革命とその影響，戦後のヴェルサイユ体制とワシントン体制・アジアにおける民族運動・日本国内の社会運動に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。

	第一次世界大戦と国民生活の変化やロシア革命とその影響，戦後のヴェルサイユ体制とワシントン体制・アジアにおける民族運動・日本国内の社会運動に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。


	主体的に学習に取り組む態度
	第一次世界大戦と国民生活の変化やロシア革命とその影響，戦後のヴェルサイユ体制とワシントン体制・アジアにおける民族運動・日本国内の社会運動に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。


	第一次世界大戦と国民生活の変化やロシア革命とその影響，戦後のヴェルサイユ体制とワシントン体制・アジアにおける民族運動・日本国内の社会運動に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	第一次世界大戦と国民生活の変化やロシア革命とその影響，戦後のヴェルサイユ体制とワシントン体制・アジアにおける民族運動・日本国内の社会運動に関するの問いに対して，自らの答えを出そうとしていない。




第６章　経済危機と第二次世界大戦（26～31節）
	
	Ａ（十分に到達できている）
	B（一部は到達できている）
	C（到達に努力を要する）

	知識・技能
	アメリカで起きた世界恐慌がもたらした影響・各国の解決策・イタリア，ドイツのファスズム・日本の中国侵略や戦時体制に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	アメリカで起きた世界恐慌がもたらした影響・各国の解決策・イタリア，ドイツのファスズム・日本の中国侵略や戦時体制に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	アメリカで起きた世界恐慌がもたらした影響・各国の解決策・イタリア，ドイツのファスズム・日本の中国侵略や戦時体制に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。


	思考・判断・表現
	アメリカで起きた世界恐慌がもたらした影響・各国の解決策・イタリア，ドイツのファスズム・日本の中国侵略や戦時体制に関する問い対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	アメリカで起きた世界恐慌がもたらした影響・各国の解決策・イタリア，ドイツのファスズム・日本の中国侵略や戦時体制に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。

	アメリカで起きた世界恐慌がもたらした影響・各国の解決策・イタリア，ドイツのファスズム・日本の中国侵略や戦時体制に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。


	主体的に学習に取り組む態度
	アメリカで起きた世界恐慌がもたらした影響・各国の解決策・イタリア，ドイツのファスズム・日本の中国侵略や戦時体制に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。


	アメリカで起きた世界恐慌がもたらした影響・各国の解決策・イタリア，ドイツのファスズム・日本の中国侵略や戦時体制に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	アメリカで起きた世界恐慌がもたらした影響・各国の解決策・イタリア，ドイツのファスズム・日本の中国侵略や戦時体制に関するの問いに対して，自らの答えを出そうとしていない。







第６章　経済危機と第二次世界大戦（32～34節）
	
	Ａ（十分に到達できている）
	B（一部は到達できている）
	C（到達に努力を要する）

	知識・技能
	第二次世界大戦における国際関係の変化，反ファシズムの抵抗運動や戦後新たに設立された国際連合の機能と限界，冷戦のはじまりと連合国による日本の占領に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	第二次世界大戦における国際関係の変化，反ファシズムの抵抗運動や戦後新たに設立された国際連合の機能と限界，冷戦のはじまりと連合国による日本の占領に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	第二次世界大戦における国際関係の変化，反ファシズムの抵抗運動や戦後新たに設立された国際連合の機能と限界，冷戦のはじまりと連合国による日本の占領に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。


	思考・判断・表現
	第二次世界大戦における国際関係の変化，反ファシズムの抵抗運動や戦後新たに設立された国際連合の機能と限界，冷戦のはじまりと連合国による日本の占領に関する問い対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	第二次世界大戦における国際関係の変化，反ファシズムの抵抗運動や戦後新たに設立された国際連合の機能と限界，冷戦のはじまりと連合国による日本の占領に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。

	第二次世界大戦における国際関係の変化，反ファシズムの抵抗運動や戦後新たに設立された国際連合の機能と限界，冷戦のはじまりと連合国による日本の占領に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。


	主体的に学習に取り組む態度
	第二次世界大戦における国際関係の変化，反ファシズムの抵抗運動や戦後新たに設立された国際連合の機能と限界，冷戦のはじまりと連合国による日本の占領に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。


	第二次世界大戦における国際関係の変化，反ファシズムの抵抗運動や戦後新たに設立された国際連合の機能と限界，冷戦のはじまりと連合国による日本の占領に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	第二次世界大戦における国際関係の変化，反ファシズムの抵抗運動や戦後新たに設立された国際連合の機能と限界，冷戦のはじまりと連合国による日本の占領に関するの問いに対して，自らの答えを出そうとしていない。




第７章　冷戦と脱植民地化
	
	Ａ（十分に到達できている）
	B（一部は到達できている）
	C（到達に努力を要する）

	知識・技能
	第二次世界大戦後の植民地独立，米ソ両陣営の動揺や日本の55年体制の確立，アジアとの外交に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	第二次世界大戦後の植民地独立，米ソ両陣営の動揺や日本の55年体制の確立，アジアとの外交に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	第二次世界大戦後の植民地独立，米ソ両陣営の動揺や日本の55年体制の確立，アジアとの外交に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。


	思考・判断・表現
	第二次世界大戦後の植民地独立，米ソ両陣営の動揺や日本の55年体制の確立，アジアとの外交に関する問い対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	第二次世界大戦後の植民地独立，米ソ両陣営の動揺や日本の55年体制の確立，アジアとの外交に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。

	第二次世界大戦後の植民地独立，米ソ両陣営の動揺や日本の55年体制の確立，アジアとの外交に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。


	主体的に学習に取り組む態度
	第二次世界大戦後の植民地独立，米ソ両陣営の動揺や日本の55年体制の確立，アジアとの外交に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。


	第二次世界大戦後の植民地独立，米ソ両陣営の動揺や日本の55年体制の確立，アジアとの外交に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	第二次世界大戦後の植民地独立，米ソ両陣営の動揺や日本の55年体制の確立，アジアとの外交に関するの問いに対して，自らの答えを出そうとしていない。










第８章　多極化する世界
	
	Ａ（十分に到達できている）
	B（一部は到達できている）
	C（到達に努力を要する）

	知識・技能
	石油危機や中東情勢，ソ連解体が世界に与えた影響や日本の経済大国化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	石油危機や中東情勢，ソ連解体が世界に与えた影響や日本の経済大国化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	石油危機や中東情勢，ソ連解体が世界に与えた影響や日本の経済大国化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。


	思考・判断・表現
	石油危機や中東情勢，ソ連解体が世界に与えた影響や日本の経済大国化に関する問い対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	石油危機や中東情勢，ソ連解体が世界に与えた影響や日本の経済大国化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。

	石油危機や中東情勢，ソ連解体が世界に与えた影響や日本の経済大国化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。


	主体的に学習に取り組む態度
	石油危機や中東情勢，ソ連解体が世界に与えた影響や日本の経済大国化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。


	石油危機や中東情勢，ソ連解体が世界に与えた影響や日本の経済大国化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	石油危機や中東情勢，ソ連解体が世界に与えた影響や日本の経済大国化に関するの問いに対して，自らの答えを出そうとしていない。










第９章　グローバル化と現代世界
	
	Ａ（十分に到達できている）
	B（一部は到達できている）
	C（到達に努力を要する）

	知識・技能
	冷戦後の世界情勢，9.11以後の戦争の変化や国際秩序の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し十分に理解できている。
	冷戦後の世界情勢，9.11以後の戦争の変化や国際秩序の変化に関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できている。
	に冷戦後の世界情勢，9.11以後の戦争の変化や国際秩序の変化関する基本的な知識を，複数の史・資料を活用し理解できていない。


	思考・判断・表現
	冷戦後の世界情勢，9.11以後の戦争の変化や国際秩序の変化に関する問い対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，複数の根拠を基に判断・表現できている。
	冷戦後の世界情勢，9.11以後の戦争の変化や国際秩序の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいて思考し，一つの根拠を基に判断・表現できている。

	冷戦後の世界情勢，9.11以後の戦争の変化や国際秩序の変化に関する問いに対して，歴史的なものの見方・考え方に基づいた思考・判断・表現ができていない。


	主体的に学習に取り組む態度
	冷戦後の世界情勢，9.11以後の戦争の変化や国際秩序の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。単元の学習を適切に振り返り，学習改善しようとしている。


	冷戦後の世界情勢，9.11以後の戦争の変化や国際秩序の変化に関する問いに対して，粘り強く自らの答えを出そうとしている。
	冷戦後の世界情勢，9.11以後の戦争の変化や国際秩序の変化に関するの問いに対して，自らの答えを出そうとしていない。







